
26S202 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

なし

受講生への
メッセージ

人々の生活を支える専門職として、社会福祉のしくみや考え方をしっかり身につけましょう。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

別途指示します

第8回 高齢者の福祉 認知症について調べておく
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

社会福祉主事について調べておく

第7回 地域福祉と包括的支援体制
子ども食堂における地域づくりについて、考え
てみる

第15回
社会福祉の分野で働く栄養士
まとめ

福祉分野における栄養士の将来性について考
える

第6回 公的扶助制度について
自分が住んでいる市町村の生活保護の月額給付
額について調べておく

第14回 社会福祉の専門職

ソーシャルワークの歴史について、大まかに
掴んでおく

第5回 社会保障制度の仕組み 老齢厚生年金の月額給付額について調べておく 第13回 社会福祉実践の場
身近な地域にある福祉関連施設について調べ
ておく

第4回 社会福祉の歴史 福祉八法について調べておく 第12回
社会福祉における援助の方法-専門的援助の実践体系であるソー
シャルワーク-

「障がい」の種類・種別について調べておく

第3回 現代社会を取り巻く福祉課題
ひきこもり、ニート、DVの概念について調べて
おく

第11回 社会福祉基礎構造改革と権利擁護 成年後見制度について調べておく

第2回 社会福祉の意味と対象
社会福祉(social welfare well-being)概念に
ついて調べておく

第10回 障がい者の福祉

事前・事後学修

第1回
オリエンテーション
栄養士・社会福祉主事が社会福祉を学ぶ必要性について-栄養士・
社会福祉主事が社会福祉を学ぶ意義と目的-

私が福祉を学ぶ意味について考えておく 第9回 児童家庭福祉 児童虐待法について調べておく

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
本講義では、栄養士及び社会福祉主事としての職務を遂行するうえで必要となる社会福祉の基礎知識を学
ぶ。具体的には、社会福祉の理論、歴史的背景、現状について理解を深めることを目的とする。最終的に
は、社会福祉の根幹である人間理解に到達することを目指す。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

提出物は、内容を確認したうえで、授業時に全体紹介という形でのフィードバックを実施する。

授業の方法
基本的にはレクチャー形式で講義を実施し学習を進めていくが、視聴覚学習を行う場合もある。視聴覚学習
の場合は、感想文の提出を求める。また事前事後学修における課題については、基本的に、授業開始時に提
出を求める。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目 該当
実務の経験内容及び

科目との関連

相談援助職(社会福祉士)として、現在幅広い年齢層の方や多様なニーズを有している方々に対
する相談支援を行っているが、その経験を活かし、実践現場において必要な社会福祉の知識や
技術等について伝えていく。

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に

定める
科目区分等

担当者 松永　公隆 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　栄養士
コース

配当年次 2年次 秋学期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件 栄養士必修、社会福祉主事任用資格

科目区分 専門教育科目 授業科目名 社会福祉概論 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

70 70

社会福祉に関する知識
が不十分であり、他者
に説明できない（得点
率59％以下）

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題

解決力
15 15

社会福祉に関する現状
と課題を説明できず、
その解決に向けた方策
を論じることができな
い。

⑦
言語
活用
能力

15 15

社会福祉に関する現状
と課題について、文章
での表現が十分にでき
ていない。

⑧
コミュ
ニケー
ション

力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 85 15合計

実
践

行
動
・
応
用

社会福祉に関する現状
と課題を一応説明し、
その解決に向けた方策
を論じることができて
いる。

社会福祉に関する現状と
課題を一応説明し、その
解決に向けた方策をある
程度論じることができて
いる。

表
現

設定された課題の意味
を理解し、要求された
回答を適切に述べるこ
とができる

読む力、書く力 レポート

社会福祉に関する現状
と課題について適切な
文章で表現し、他者に
わかりやすく説明でき
る。

社会福祉に関する現状
と課題について適切な
文章で表現し、他者に
説明できる。

社会福祉に関する現状
と課題について文章で
表現し、他者に説明で
きる。

社会福祉に関する現状と
課題について、文章で表
現できている。

社会福祉に関する具体
的な課題を自ら設定
し、その解決に向けた
方策を挙げることがで
きる

課題発見力、論理的思
考力

筆記試験

社会福祉に関する現状
と課題を非常に的確に
説明し、その解決に向
けた方策を論じること
ができている。

社会福祉に関する現状
と課題を的確に説明
し、その解決に向けた
方策を論じることがで
きている。

社会福祉に関する知識
を有しており、他者に
説明できる（得点率79
～70％）

社会福祉に関する知識を
ある程度有しており、他
者に説明できる（得点率
69～60％）

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

創
造

知
識
・
技
能

社会福祉の知識・技術
等について、簡潔に論
じることができる

基礎的知識

思
考
・
判
断

筆記試験

社会福祉に関する知識
を十分に有しており、
他者に説明できる（得
点率90％以上）

社会福祉に関する知識
を十分に有しており、
他者にある程度説明で
きる（得点率89～
80％）

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の

中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


